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事業名 

地域の防災力を高め 命を守ろう！！ 

事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

  ・防災、減災に対する地域住民の意識を高める。 

・実際に災害が起きた際にどう対応・行動すればいいかを事前に学び、考えておくことで 

 自分と家族を守る行動がとれる。 

・防災バッグを全戸配布し、非常持ち出し品などの確認・準備をするきっかけとする。 

事業の概要 

開催日時：令和 3 年 11 月 21 日（日）／令和 3 年 12 月 5 日（日） 

会  場 ：久佐まちづくりセンター 

共  催 ：久佐地区まちづくり振興会防災会・久佐まちづくりセンター 

対  象 ：地域住民 

内  容 ：第 1 部 講演：災害派遣から学ぼう！  演題『災害派遣で思ったこと』 

元陸上自衛官の方を講師に迎え、被災の現状や災害救助等のお話をして頂

き、家庭や地域での防災減災意識を高める。 

第 2 部 我が家の避難行動計画「マイタイムライン」を作ろう！ 

配布した資料を参考に各自でマイタイムラインを作成し、グループに分か

れ意見交換をする。人と話すことで課題やアイデアに気づき、見直すことがで

きる。また、ハザードマップで避難が必要な区域を確認し、正しい避難行動を

考える。 

第 3 部 災害に備え、非常持ち出し品を準備しよう！ 

全戸に防災バッグと懐中電灯を、5 歳以上の住民に 1 人 1 つずつ緊急用ホイ

ッスルを配布し、防災・減災意識を高めるきっかけとした。 

・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組む

こと（評価を 10 に近づけるために） 

・様々な情報を仕入れ、新しい知識を学び 

発信・共有する。 

・実践／体験プログラムを組み込み、実際 

に体験することで現実的に考えたり身に 

着けたりしてもらう。 

・内容を変えながら定期的に事業を行う。 

・年度始めに計画を役員で話し合い、事業を 

実行する。 

課題の解決度合（10 段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

        〇  

上記評価の理由 

参加者から 

「とてもよかった」 

「またやってほしい」 

「毎年やってほしい」という声があった。 
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